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教育委員会議事録  

日 時 令和４年９月28日（水）午後２時00分～午後２時18分  

場 所 教育委員会室  

出 席 委 員 教 育 長 白 石  高 士 
 

委 員 對 馬  初 音 

 委 員 久保田 福美 
 

委 員 伊井 希志子 

 委 員 折井 麻美子 
 

  

出 席 説 明 員 
事 務 局 次 長 
生涯学習担当部長 

齊 藤  俊 朗 
 庶 務 課 長 

学校ICT担当課長 村 野  貴 弘 

 学校支援課長 宮 﨑  敬 司 
 

生涯学習推進課長 本 橋  宏 己 

 
済美教育センター 
所 長 

佐 藤  正 明 

 
済美教育センター 
統括指導主事 

加 藤  則 之 

 
済美教育センター 
教育相談担当課長 

保土 澤  尚 教 

 

  

      

 
事 務 局 職 員 
 

庶 務 係 長 佐 藤  守  法規担当係長 岩 田  晃 司 

 担 当 書 記 松尾  菜美 子    

傍 聴 者 １名      
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会議に付した事件  

 

（報告事項）  

（１）学校運営協議会委員の任命について  

（２）杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について  
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目次 
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  （２）杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について・・・・８ 
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教育長  定刻になりましたので、ただいまから令和４年第16回杉並区教育

委員会定例会を開催いたします。  

議事進行に先立ち、皆様にお知らせいたします。  

伊井委員におかれましては、委員任期の満了に伴い、先日の議会での

同意を経て、改めて区長から教育委員として 10月 15日付けで任命される

こととなりました。  

再任に当たり、伊井委員から一言ご挨拶をいただきたいと思います。  

それではお願いいたします。  

伊井委員 皆さん、いつもありがとうございます。 

この度再任ということで議会でも同意をいただきまして、教育委員を

務めさせていただくことになりました。変化が激しく先の見えないこの

社会の中で、子どもたちの学びを確保できるように、私自身も努力して

参りたいと思います。皆様と一緒にまた考えていけたらいいなと思って

おります。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。  

ありがとうございます。  

教育長  ありがとうございました。  

それでは、本日の会議について事務局より説明をお願いいたします。

庶務課長 本日の議事録の署名委員につきましては、教育長より事前に伊 

井委員と指名がございましたので、よろしくお願いいたします。  

本日の議事日程についてでございますが、報告事項２件を予定してご

ざいます。以上でございます。 

教育長 それでは本日の議事に入ります。  

事務局より説明をお願いいたします。  

庶務課長 それでは報告事項１番「学校運営協議会委員の任命について」、

学校支援課長からご説明いたします。  

学校支援課長  私からは杉並区 学校運営 協議会規則の規定に基づきます

学校運営協議会委員の任命についてご報告いたします。  

今回任命されますのは、小中学校合わせて 13校計73名となっておりま

す。内訳といたしましては、再任による方が55名。新規任命で公募によ

る方、こちらが12名、新規任命で校長推薦、学識経験者枠の方が６名。

合計の73名でございます。  

各委員の区分、委員経験等は記載のとおりでございます。  
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また任期につきましては、令和４年10月１日から令和６年９月30日ま

での2年間となります。  

私からの報告は以上です。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見ご質問等ござ

いましたらお願いいたします。お願いいたします。  

對馬委員 学校運営協議会の皆様には、本当にいつもいろいろお世話にな

っていて、本当に感謝してます。  

先日文科省の主催で、他のエリアの教育委員の皆様とお話しする機会

があったんですけども、その時に「地域と学校との関わり」というテー

マで情報交換する機会があったんですけれども、その時にもやっぱり協

力してくださる方を探すのは大変だとか、それから同じ方がいつもやっ

てくださっていて、なかなか新しい方に代わられなくてというような課

題があるというお話を伺いました。杉並でも同じようなところもあると

は思うんですが、桃四小のサーモン計画をちょっと自慢しておきました

けれども、そういうことがあるんだというお話をさせていただいて、と

てもいいですねというふうに言っていただきました。サーモンではない

にしても、今回例えば若い年代層の方とかがどのぐらい入ってくださっ

ているとか、そういったことをもし差し支えなければ教えていただくこ

とはできますか。  

学校支援課長 今回新規の方で校長の推薦による方、貴重な30代の方が２

名、新たに任命されるという形になってございます。あと学識経験者枠

の方につきましても、40代の方となってございます。  

以上でございます。  

久保田委員  やはり学校運営協議会の中に幅広い層から入っていただく

ということがとても大事なことかなと思いますし、今言われたように 30

代から40代の方が入られたということで、そういった若い方も入ってく

ださるということもとてもいいことだとも思っています。  

そんな中で、他にどのような方が今回加わっているのかとか、あと杉

並区のCSの当初の頃は、現役の保護者はどうかということで、現PTA会長

は入っていない学校が多かったんですが、その後 PTA会長が入るケースが

増えてるように聞いておりまして、その辺も最近はどうなっているのか

教えていただければと思います。  

学校支援課長  今回委員になられる方のバッ クグラウンドなんですけれ
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ども、小学校の英語サポーターであるとか、あと民生委員さん、あと元

PTAの会長さんであるとか、青少年委員さんだとか、もう既に学校であ

るとか、地域で幅広く大活躍いただいているそういった背景を持ってい

る方が、今回新たに任命されるというような形になってございます。  

あと２点目のPTAにつきましても、全ての学校ではございませんけれど

も、基本的にはPTAの会長の方にも加わっていただくような形で、現在全

校に進めているといったような形でございます。  

以上です。 

久保田委員  ありがとうございました。 

庶務課長 他にご意見等はよろしいでしょうか。  

伊井委員 今年度ちらほらなんですけれども、小学校のCSと、中学校のCS

が交流みたいなことをやっているよう なことをちょっと耳に しており

ますが、その辺りはどのような広がりを見せているのかということと、

CSで話し合われていることは学校 支援課 さんの方ではどんな感じの把

握をされているのでしょうか。 

学校支援課長 まず小学校、中学校CSのいわゆる合同開催といったところ

なんですけれども、現時点で５つの学校地域で行っている状況です。そ

して学校支援課の方では、各CSの方に訪問をさせていただいております

ので、そういった機会を捉えて、把握をしている状況でございます。  

伊井委員 訪問した機会にどんな話をされているとか、今後に向けての流

れなどもつかんでいらっしゃるということの解釈でよろしいですか。  

学校支援課長 はい。委員のおっしゃるとおりでございます。  

伊井委員 ありがとうございます。  

庶務課長 他にご意見等はよろしいでしょうか。  

教育長  先ほど学校支援課長のお話しで 英語サポーターの人の話しがあ

ったじゃないですか。  

先日の総合教育会議の時に、折井委員から英語サポーター養成の話が

あって、あれは区民が講座に申し込んで、学習した上で小学校に英語サ

ポーターとして派遣されるものなんですけど、いわゆる学んだことを自

分から今度は発信していくっていうね。もしそれがきっかけで学校に関

わったことによって、例えば校長先生から今度はCSの委員を是非やって

もらえないかと声をかけることにつながったら、これこそすごいことだ

なと思うんですね。もし英語サポーターに申し込んでいなければ、こん
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な人生はなかったんじゃないかと。つまり、そうやって関わっていくこ

とによって、学校っていうのがいろいろわかってきて、そして自分もそ

の学校経営の一端を担うというか参画していくっていう、そういう気持

ちになった人たちが増えたとすれば、これすばらしいことで、これが我々

が言っているビジョンの、いわゆる学んだことを還元していくというそ

の１つの具体例だと思うんですね。  

先ほど對馬委員が、年齢が比較的若い人たちはどうですかということ

で、今年２人くらい入ってるってお話がありましたけれども、桃四小の

サーモン計画は卒業生ですけど、卒業生じゃないとしても何かこう地域

で学んだ人たちが学校に関わってくれる、こういうサイクルが少しずつ

回り始めてきているのかなという感じがします。  

是非この歯車を少しぐるぐる回していって、自分たちで学んだことを

自分たちのことだけじゃなくて、次に還元していく。学校のために、そ

して学校だけじゃなく社会、世の中のために、そういう意識をどんどん

育てていきたいなと思っています。是非、その辺をお願いしたいなと。 

学校支援課をはじめ、各課管理職がいろんな学校のCSの会議を見に行

ってもらっている、今年よくやっていただいていて、状況を把握してい

るということですので、是非進めてもらえればなと思います。  

１つ質問、直接関係ないんですけど、済美養護学校がCS化に向けて動

いていて、今どのような状況になっているかおわかりでしょうか。 

学校支援課長  来年４月の設置に向けまして 済美養護 学校におきまして

も、第１回の学校評議会、これは７月にございました。この中でも校長

先生の方から評議委員の方にご説明をいただきまして、また、第２回評

議会が 12月に予定されてございますので、こちらでも一歩進んだ形で、

来年４月の設置に向けた具体的なご説明を差し上げるような形になっ

ております。 

そして12月 15日の広報すぎなみで委員の公募をする予定で、現在進め

ているところです。  

その後１月、２月に公募委員の選考を行いまして、２月に教育委員会

の方に設置に関する付議の方をする予定で、現在進めているところです。 

内容としましても、来年４月の設置に向けて順調に進んでいる状況に

ございます。 

教育長  ありがとうございました。  
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折井委員 先ほどから公募というお話があって、今のご説明でも広報すぎ 

なみの方で募集をしていくと。今までが教育報という本当に教育に特化

したものだったので、教育に興味がある、意欲のある方には見ていただ

けていたのかもしれませんが、区の全体の広報紙になった段階で、少し

それも変わってくるのかなというふうに思ったりもするんですね。  

例えば私の息子が卒業した小学校とかのCSを募集しているのって見た

ことないなとか、私は教育委員をしているので当然知っていますけれど

も、でも普通の親御さんで教育に興味があっても、そういうことを募集

してるんだっていうことも、なかなか想像がつかないところがあるのか

なと。校長先生の声かけがあって初めてなれるっていう、教育委員です

ら未だにそう思うんですよね。公募っていってもねみたいな。校長先生

からのお声がけっていうのもとても大切だと思うんですけど、やはり興

味があって関わりたいって意欲を持ってくださった方から、応募してい

ただくのはとても大切だと思います。広報のやり方次第で、もしかした

ら今まで学校に関わっていたけれども、CSという形ではなかったという

方に興味を持ってもらえる、また公募をしてるんだということもわかり

やすくなるのではないでしょうか。なのでその辺のところで本当に若い

世代、30代～40代の子育て世代というんでしょうかね、子育てしてても

してなくても、そういう方たちが本当に広く興味を持ってくれるような

ちょっと募集の仕方というのが今後必要なのではないかなというふうに

思いました。 

学校支援課長 その通りで、若い世代の方にどれだけ伝えられるか、そこ

がすごく大きな課題だというふうに思っています。  

基本的には今ホームページと広報紙という形で、主な媒体としては使

っておりますけれども、今アプローチしていない方法も含めて、そこは

ちょっと検討していきたいなというふうに考えてございますので、引き

続きそういう方向で進めていきたいと思っております。  

庶務課長 他にご意見等よろしいでしょうか。  

それではないようですので、報告事項の１番についての質疑を終わり

ます。 

続きまして、報告事項２番「杉並区教育委員会共催・後援名義使用承

認について」、生涯学習推進課長からご説明いたします。  

生涯学習推進課長  私の方からは、令和４年８月分の杉並区教育委員会共
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催・後援名義使用承認について、ご報告いたします。  

８月分の合計は全体で12件でございます。  

定例、新規の内訳は、定例が11件、新規が１件となっております。  

共催、後援の内訳でございますが、共催が５件、後援が７件でござい

ます。 

私からは以上です。  

庶務課長 それではただ今の説明につきまして、ご意見、ご質問等がござ

いましたらお願いいたします。  

伊井委員 ５ページで、今年も中学校で駅伝大会ができるんだなと思って

嬉しく思いますが、会場が都立和田堀公園ということは、済美山のグラ

ウンドではなくなるという解釈でよろしいでしょうか。  

そうするとコースが変わったりして、実況中継みたいな、YouTubeで流

したりとか、コロナ対策で密にならないようにとか、着替えはどうやっ

てするかとか、システムもすごく確立されていて、昨年度もとても整然

と運営されていたんですね。その辺のことが、もし私が思っている和田

堀公園だと、ちょっと走るコースが変わるのかなと思ってるんですけど、

今の段階でどこまで決まっているか分からないので、分からなければい

いんですが、その辺もちょっとどうなんでしょう。もしご存知でしたら

教えていただけたらと思います。 

教育長 これたぶん、済美山だと思うんですけども、あそこも和田堀公園

ですから、都立の。多分同じだと思います。 

統括主導主事（保土澤） 私どもも和田堀公園陸上競技場（済美山運動場）

の周回コースということで把握しております。先ほどの感染症対策も含

めて安全に開催できるようにしたいと思います。  

伊井委員 分かりました。児童・生徒にとって、大変いい活躍の場なので、

前向きにご検討いただけたらありがたいなと思います。よろしくお願い

します。 

庶務課長  他にご意見等はよろしいでしょうか。  

それではないようですので、報告事項２番についての質疑を終わりま

す。 

教育長  それでは以上で本日予定しておりました日程は全て終了いたし

ました。 

庶務課長、連絡事項がございましたら。 
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庶務課長 次回の教育委員会定例会につきましては、区議会のスケジュー

ルの関係から日程を変更させていただき、 10月 19日水曜日、午前10時か

らを予定しております。  

どうぞよろしくお願いいたします。 

以上でございます。  

教育長 それでは、本日の教育委員会を閉会いたします。  

  ありがとうございました。  

 


